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 第 2 に、PKBM におけるプログラムの構成と内容及びプロセスを詳細に明らかにしている
点である。とりわけ、女性学習者に焦点をあて、識字教育から生産グループの組織化と、そ
の活動支援におけるプロセスと効果という一連の過程を追究する研究は独自性をもつ。なぜ
なら、貧困のなかにある地域の女性たちにとって、識字能力を身につけることは個人的エン
パワーメントとしては重要ではあるが、地域的、経済的な改善を図る力とはなり得ない。こ
うした成人教育の手法の意義を明らかにすることができたことである。 
 筆者が述べているように、この研究は、グローバリゼーションが進む中で広がる格差の拡
大や貧困の広がりという背景のなかで、途上国に限定されない意義を有すると言えるが、課
題も少なくない。とりわけ、学習者の意識変容の分析として M-GTAの手法を使って理論化を
図ろうとしているが、分析がやや平板なものにとどまっている。また、貧困のなかで学校を
ドロップアウトした学習者にとって学ぶことの意義を浮き彫りにするには、ライフコース・
アプローチなどを使いプロセスとして変容をとらえることがより適切であった。 
 こうした課題を残しつつも、成人教育研究の領域を国際的に広げ、インドナシアの実践に
寄与する研究成果をもたらすものとしての評価に揺るぎない。よって、本論文は博士(教育
学)の学位論文として合格と認める。 
 
